
 
令和 6 年 1 月 

 
大 阪 市 医 学 会 

                         会 長 河  田  則  文 
 
 

   大阪市医学会第 542 回例会を下記のとおり開催致しますの 
 で、お繰り合せの上御来聴下さるようご案内申し上げます。 
 
 
  

記 
 
 
   日  時： 令和 6 年 2 月 1 日（木）午後 1 時 30 分〜（予定） 
                 
 
   場  所： 大阪公立大学大学院医学研究科 学舎 4Ｆ小講義室 2 

 
 
※ 開催場所が「小講義室 2」に変更となっておりますので､ご注意下さい。 

 
 

   当番教室： 大阪公立大学大学院医学研究科 
  脳神経外科学 
          
 
 
 
 【普通演題：注意事項】 
 
    ○普通講演の発表は 1 題 15 分以内 
     （13 分以内が発表で 2 分が質疑応答の時間とします） 
     （講演時間終了 1 分前 ベル 1 回、終了時 13 分 ベル 2 回鳴ります） 
  ○コンピュータは各自で用意して下さい。 

 ○討論は 2 分以内、発言者は所属と姓名を告げ、座長の許可を得て下さい。 
  ○次演者は所定の席に着席して下さい。 
 
 
 【学位論文審査会：注意事項】 
 
  ○審査時間は１人 25 分です。 
   （10 分以内が発表で、約 15 分が質疑応答の時間とします）   
   （発表時間開始 8 分後および 10 分後にベルが鳴ります）    

 ○コンピュータは各自で用意して下さい。   
  ○審査開始時刻の 20 分前には発表会場の受付にお越し下さい。  
  ○次演者は所定の席に着席して下さい。   
  
 



 
 第 542 回 大阪市医学会例会プログラム ] 

 
 

学位論文審査会（小講義室 2） 
 

1.  11 時 00 分～ 
 Does Exercise Testing with Arm Crank Ergometer Substitute for Cycle Ergometer to Evaluate Exercise 

Capacity? 
   運動耐容能評価において上肢エルゴメータを用いた運動負荷試験は下肢エルゴメータの代わりになり得
るのか 

          出口
で ぐ ち

 美輪子
み わ こ

    （大学院医学研究科・運動環境生理学*） 

                   【主査：岡﨑 和伸 副査：池田 一雄・吉川 貴仁】 
2.  13 時 05 分～ 
  Peripheral Aβ Acts as a Negative Modulator of Insulin Secretion 
  末梢 Aβはインスリンの negative modulatorとして働く 

         重森
しげもり

 慶子
け い こ

     （大学院医学研究科・認知症病態学*） 
                   【主査：河田 則文 副査：樋口 真人・水関 健司】 
3.  13 時 30 分～ 
  Increased Sodium Fluorescein Transport Induced by Corticosteroids is Inhibited by an L-type Amino Acid 

Transporter-specific Inhibitor in Retinal Pigment Epithelial Cells in Vitro 
  in vitroの網膜色素上皮細胞においてコルチコステロイドによって誘導されるフルオレセインナトリウム
輸送の増加は、L型アミノ酸トランスポーター特異的阻害剤によって抑制される 

         三澤
み さ わ

 宣彦
のりひこ

     （大学院医学研究科・視覚病態学*） 
                   【主査：本田 茂 副査：徳永 文稔・伊藤 義彰】 
4.  13 時 55 分～ 
  Disconnection Surgery to Cure or Palliate Medically Intractable Epileptic Spasms: A Retrospective Study 
   内科治療に抵抗性に経過するてんかん性スパズムに対する根治もしくは緩和目的の離断術の予後検討： 

 後ろ向き研究 

         高
こう

 沙
さ

野
や

       （大学院医学研究科・脳神経外科*） 
                   【主査：後藤 剛夫 副査：伊藤 義彰・三木 幸雄】 
5.  14 時 20 分～ 

Clinical Features and Risk Factors for Interstitial Lung Disease Spreading in Low-dose Irradiated Areas 
after Definitive Radiotherapy with or without Durvalumab Consolidation Therapy for Patients with 
Non-small Cell Lung Cancer 

  非小細胞肺癌患者に対する durvalumab 地固め療法併用／非併用根治的放射線治療後の低線量照射領域に
波及した間質性肺疾患の臨床的特徴とリスク因子 

          阪上
さかがみ

 茉
ま

衣
い

     （大学院医学研究科・放射線腫瘍学*） 
                   【主査：澁谷 景子 副査：三木 幸雄・川口 知哉】 
6.  14 時 45 分～ 
 Cardiac Computed Tomography Assessment of the Variation of Papillary Muscle Morphology before 

Mitral Valve Surgery 
   心臓 CTによる僧帽弁手術前の乳頭筋形態の多様性の評価 

          西矢
に し や

 健太
け ん た

      （大学院医学研究科・心臓血管外科学*） 
                   【主査：柴田 利彦 副査：三木 幸雄・福田 大受】 
 
 
 
 
 
 
 



 
学位論文審査会（1/29開催） 

 
1.  16 時 30 分～ 学舎 4 階 小講義室 1 
  Oral Microbial Profile Analysis in Patients with Oral and Pharyngeal Cancer Reveals that Tumoral Fusobacterium 

nucleatum Promotes Oral Cancer Progression by Activating YAP 
  口腔癌および咽頭癌患者の口腔内微生物解析から、腫瘍内 Fusobacterium nucleatumが YAPを活性化する 
 ことにより口腔癌の進行を促進することが明らかになった 

         山本
やまもと

 祐
ゆう

輝
き

      （大学院医学研究科・耳鼻咽喉病態学*） 
                   【主査：角南 貴司子 副査：元村 尚嗣・孝橋 賢一】 
2.  17 時 10 分～ 学舎 18 階 会議室 
 Development of a New Model for Predicting the Risk of Inducing Allergic Symptoms on Oral Food 

Challenges in Children and a New Severity-predicting Application 
  小児の食物経口負荷試験におけるアレルギー症状誘発リスクを予測するための新規モデルと新規重症度 
 予測アプリの開発 

         安藤
あんどう

 さくら    （大学院医学研究科・発達小児医学*） 
                   【主査：濱崎 考史 副査：鶴田 大輔・角南 貴司子】 
 
 

学位論文審査会（1/30開催） 
 
1.  17 時 00 分～ 学舎 4 階 中講義室 1 
  Relationship between Vitreous IL-6 Levels, Gender Differences and C-reactive Protein (CRP) in a Blood 

Sample of Posterior Uveitis 
  後部ぶどう膜炎患者における硝子体液中 IL-6濃度と性別および血中 C反応性蛋白(CRP)の関係 

         坂井
さ か い

 淳
あつし

      （大学院医学研究科・視覚病態学*） 
                   【主査：本田 茂 副査：鰐渕 英機・橋本 求】 
 
 

学位論文審査会（2/2開催） 
 
1.  13 時 30 分～ 学舎 4 階 小講義室 2 
  Differential Cardiomyocyte Transcriptomic Remodeling during in vitro Trypanosoma cruzi Infection 

Using Laboratory Strains Provides Implications on Pathogenic Host Responses 
  実験室株を用いたクルーズトリパノソーマ感染モデル心筋細胞で見られる宿主遺伝子発現プロファイル 
 の変化は宿主応答因子の病態への関与を示唆する 

       Katherine
か て り ん

 Sofia
そふぃあ

 Candray
か ん ど ら い

 Medina
め で ぃ な

（大学院医学研究科・ウイルス学*） 
                   【主査：城戸 康年 副査：冨田 修平・福田 大受】 
2.  15 時 00 分～ 学舎 4 階 小講義室 2 
  Hematogones in Bone Marrow are a Useful Prognostic Indicator in Allogeneic Hematopoietic Stem Cell 

Transplantation 
  骨髄のヘマトゴン細胞による造血幹細胞移植の予後予測の有用性 

         藤原
ふじわら

 牧子
ま き こ

     （大学院医学研究科・血液腫瘍制御学*） 
                   【主査：日野 雅之 副査：孝橋 賢一・内田 潤次】 
3.  15 時 30 分～ 学舎 4 階 小講義室 2 
  Comparison of Initial Methylprednisolone Dose of 1 mg/kg/day versus 2 mg/kg/day for the Treatment of 

Severe Acute Graft-versus-host Disease of the Lower Gastrointestinal Tract 
  重症急性下部消化管移植片対宿主病の治療におけるメチルプレドニゾロンの初期投与量 1 mg/kg/日と 2 
   mg/kg/日の比較検討 

         中舎
な か や

 洋輔
ようすけ

     （大学院医学研究科・血液腫瘍制御学*） 
                   【主査：日野 雅之 副査：藤原 靖弘・内田 潤次】 


